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１ 
わ
が
田
に
は
古
代
以
来
、
鷹
狩
の
伝
統
が
あ
る
。
鷹
狩
は
鷹
を
使
っ
て
鳥
や
小
動
物
を
棚
雄
す
る
狩
猟
の
一
方
法
だ
が
、
鷹
は
古
く
か
ら
椛
威
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
い
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
律
令
制
社
会
以
来
、
公
的
に
は
天
皇
の
ほ
か
、
一
部
の
特
権
階
級
の
み
が
鷹
狩
を
許
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
者
の
鷹
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
。
近
世
社
会
の
も
と
で
は
下
級
武
士
お
よ
び
一
般
庶
民
の
鷹
狩
は
固
く
禁
じ
ら
れ
、
天
皇
・
公
家
お
よ
び
将
軍
・
大
名
、
そ
し
て
特
定
の
上
級
武
士
に
限
ら
（１） 
れ
た
特
椛
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
鷹
狩
の
特
椛
が
時
間
的
あ
る
い
は
政
治
的
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
は
改
め
て
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の
鷹
狩
の
た
め
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
鷹
の
入
手
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
際
Ⅲ
い
ら
れ
る
鷹
に
は
熊
腿
・
大
鷹
・
棚
・
雀
柵
・
隼
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
。
鷹
は
ど
こ
に
で
も
生
息
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
習
性
上
、
生
息
地
が
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
徳
川
政
権
は
鷹
が
生
息
す
る
全
刷
の
山
林
の
一
部
を
（２） 
御
巣
鷹
山
あ
る
い
は
鷹
巣
山
に
指
定
し
て
そ
の
支
配
下
に
お
い
た
り
、
ま
た
大
名
．
（３） 
朝
鮮
な
ど
か
ら
鷹
を
献
上
さ
れ
、
さ
ら
に
は
幕
府
鷹
匠
を
諸
国
に
派
遣
し
た
り
し
（４） 
て鷹を脈促していた。その際、鷹生息地付近の領主および地域社〈窓と
諸
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
り
、
特
に
村
人
た
ち
は
そ
の
管
理
や
抽
猶
を
め
ぐ
っ
て
動
員
さ
れ
、
あ
る
い
は
生
活
上
の
規
制
を
受
け
た
。
ま
た
、
鷹
お
よ
び
「
御
謄
之
鳥」の贈答は、天皇と公家、天皇と将軍、将軍と大名、そして公家や
は
じ
め
に
近
世
初
期
に
お
け
る
鷹
の
獲
得
を
め
ぐ
る
政
治
と
地
域
社
会
Ｉ
下
総
上
総
両
国
内
に
飛
来
し
た
隼
を
事
例
と
し
て
Ｉ
二
）
隼
の
飛
来
地
と
鷹
狩
鷹狩に利用される鷹のうち、隼はアジア大陸の北方で繁殖し、初秋
頃
南
方
に
向
か
っ
て
「
渡
り
」
を
開
始
す
る
。
そ
の
一
部
が
日
本
に
も
飛
来
し
、
大
名
の
間
な
ど
で
も
行
わ
れ
、
主
従
関
係
を
映
し
出
す
ほ
か
、
友
好
の
証
と
し
て
の機能も有していた。
近
年
、
鷹
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
は
、
将
躯
・
大
名
間
の
胴
答
儀
礼
が
将
軍
権
威
と
の
関
辿
で
研
究
が
進
み
、
ま
た
御
巣
腿
山
の
設
定
と
そ
の
符
理
体
制
な
ど
も
領
主
と
地
域
社
会
と
の
関
係
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
自
然
に
生
息
す
る
鷹
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
対
象
地
域
が
松
前
・
奥
羽
・
上
卿
国
を
中
心
と
し
て
い
た
状
況
に
鋸
み
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
下
総
台
地
や
九
十
九
里
海
岸
一
帯
に
飛
来
し
た
隼
の
獲
得
を
め
ぐ
る
領
主
と
地
域
社
会
の
関
係
を
追
究
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
一
帯
は
、
近
世
に
お
い
て
常
陸
国
鹿
島
と
と
も
に
雌
の
柵
継
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
隼
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
的
諸
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
近
世
社
会
に
お
い
て
下
総
・
上
総
両
国
が
ど
の
よ
う
な
政
治
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
は
、
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
権
力
者
や
地
域
社
会
と
自
然
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
は
な
く
、
そ
の
こ
と
も
桃
野
に
入
れ
て
究
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
隼
捕
獲
地
と
し
て
の
下
総
・
上
総
両
国 根
崎
光
男
Hosei University Repository
２ 
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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次
に
、
近
世
初
期
の
下
総
国
内
に
お
け
る
隼
に
よ
る
隅
狩
に
つ
い
て
脈
認
し
て
お
き
た
い
。
深
溝
松
平
氏
の
系
譜
を
引
く
松
平
家
忠
は
、
天
正
十
八
年
二
五
九
○
）
徳
川
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
い
、
武
蔵
国
忍
城
に
入
り
、
同
国
埼
玉
川
内
に
一万石を領した。その後、文禄元年（｜Ⅱ九二）二月に下総国香取川
上代に移り、同三年さらに転じて同国同川小見川（小美川）城主とな
り、下総国香取郡、上総同長柄・武射・山辺・望陀の茄郡内および同
国
吉
倉
・
平
川
両
郷
を
伍
し
た
。
そ
の
松
平
家
忠
が
著
し
た
『
家
出
Ⅱ
記
』
に
よ
れ
ば
、
下
総
国
上
代
に
協
っ
て
（８） 
まもない文禄元年十月十一一日条に「隼一シかい候」とあって、この「か
い」が「買い」なのか、「飼い」なのか判然としないが、隼を所持してい（９） 
たことがわかる。同年十一月一一十五日条には「隼二生雁とりかい候」
と
あ
り
、
家
忠
は
隼
を
使
っ
た
鷹
狩
を
お
こ
な
い
、
雁
を
生
揃
っ
て
い
た
。
翌
二
（旧）
十
六
日
条
に
も
「
隼
つ
か
い
二
出
候
」
と
あ
っ
て
、
続
け
て
隼
に
よ
る
熈
狩
に
出（Ⅲ） 
かけていた。また、同年十一一月七Ⅱ条には「隼うり、ひたちより越候」
と
あ
り
、
隼
の
売
人
が
端
陸
国
内
か
ら
や
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
出
は
雌
を
朏
人
し
て
入
手
し
て
い
た
と
帷
定
さ
れ
る
。
以
後
も
、
隼
を
使
っ
た
熈
狩
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
家忠の狩猟は鷹狩ばかりでなく、文禄元年十一一，二十一一日条に「を
い烏かり二出候、雅子ニッ」とあるように、迫鳥狩もおこなっていた。
こ
う
し
た
狩
猟
に
よ
る
漉
物
は
、
自
ら
の
食
料
と
な
っ
た
ほ
か
、
家
臣
へ
の
振
郷
い
、
そ
し
て
徳
川
家
康
へ
の
献
上
品
と
も
な
っ
た
。
同
月
雌
日
条
に
は
「
江
戸
へ
（吃）
越候、御歳弊二城へ出候、ひしくい
一一シ
」
とあり
、
家出は
江戸城
に出
向
き
、
家
朕
に
歳
暮
と
し
て
菱
喰
二
羽
を
献
上
し
て
い
た
。
近
世
初
期
に
は
騰
狩
に
よ
る
狸
物
と
し
て
の
烏
頬
の
剛
容
儀
礼
や
振
郷
い
が
大
名
・
上
級
家
臣
Ⅲ
お
よ
び
城
主
・
家
阻
間
で
広
範
に
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
隼
に
よ
る
腿
狩
も
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（二）隼の確保と秋田藩佐竹氏
豊
臣
政
権
の
も
と
で
常
陸
国
な
ど
に
五
四
万
五
○
○
○
石
を
領
し
た
佐
竹
義
宣
は、関ヶ原の戦いで西軍に属したことにより慶長七年（一六○二）「天
下人」となった徳川家康からその仙地を没収され、出羽国久保Ⅲ（秋
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に
移
さ
れ
、
二
○
万
五
○
○
○
石
に
減
封
さ
れ
た
。
義
宣
は
こ
の
領
国
で
鷹
狩
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
月
に
幕
府
か
ら
武
蔵
・
下
総
・
常
陸
三
同
に
ま
た
が
る
一
帯
に
恩
賜
鷹
場
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
地
域
に
も
頻
繁
に
鵬
狩
に
州
か
け
た
。
義
宣
の
家
臣
梅
津
政
景
が
記
し
た
日
記
は
、
『
梅
津
政
景
日記』（以下、『政景
日
記
』
と
略
す
）
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
寛
永
五
年
二
六一一八）九川一一十二日条には「鹿島へ雌買二参候高橘内蔵丞、しもお
さ
（
下
総
）
へ
隼
か
ひ
に
参
候
山
科
多
兵
術
所
へ
飛
脚
指
越
、
来
月
十
日
時
分
迄
も
罷
有
、
御
鵬
か
ひ
仮
て
可
参
由
、
叩
過
し
仮
」
（
カ
ッ
コ
内
は
歌
者
註
記
、
以
卜
（皿）
同
じ
）
と
あ
り
、
藩
主
佐
竹
義
一
且
が
隼
の
購
入
の
た
め
に
家
臣
を
常
陸
国
鹿
島
と
下
総
国
に
派
過
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
鵬
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
羽
の
大
名
で
さ
え
、
縮
を
入
手
す
る
た
め
に
束
関
東
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
日
記
の
寛
永
七
年
八
月
二
十
Ⅱ
日
条
に
も
「
か
し
ま
（
常
陸
同
鹿
島
）
・
う
な
か
ミ
（
下
総
回
海
上
）
へ
隼
為
御
所
望
と
、
御
走
衆
三
人
・
御
膳
師
老
人
被
遣
候
、（Ⅱ） 
小
判
八
両
・
壱
歩
十
、
商
橘
内
蔵
丞
・
岩
村
瀬
兵
へ
二
波
ス
、
其
切
手
手
前
二
有
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
も
常
陸
国
肥
局
と
下
総
同
抑
止
に
隼
を
求
め
て
家
阻
を
派
適
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
隼
雌
人
の
資
金
と
し
て
藩
か
ら
渡
さ
れ
た
金
緬
は
小
判
八
両
と
一
分
金
一
○
枚
で
あ
り
、
全
体
で
金
一
○
両
二
分
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
十
日
条
に
は
叩
の
買
い
付
け
に
派
過
さ
れ
た
家
ほ
ら
が
国
元
に
州
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
か
し
ま
（
肥
烏
）
・
下
総
へ
御
熈
買
二
被
参
候
御
地
山
科
多
兵
へ
・
高
橘
内
蔵
丞
・
器
村
瀬
兵
へ
・
村
井
三
左
術
Ⅲ
御
算
用
極
、
（妬）
残
金
弐
両
壱
歩
、
御
一
別
へ
指
止
申
候
」
と
あ
り
、
隼
を
何
居
仕
入
れ
て
き
た
か
は
不
川
だ
が
、
残
金
二
Ⅲ
一
分
を
藩
に
返
却
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
隼
の
購
入
に
金
八
両
一
分
を
支
出
し
た
の
で
あ
る
。
一
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
家
臣
四
人
を
派
過
し
た
出
張
旅
費
、
そ
れ
に
隼
購
入
代
金
を
加
え
れ
ば
、
藩
財
政
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
これに先立つ元和七年十二月、秋Ⅲ藩では隼の購入代金の着服事件
が
発
生
し
て
い
た
。
日
記
の
同
月
八
日
条
に
「
御
渡
野
に
て
欠
落
候
高
根
沢
孫
兵
へ
去
六
Ⅱ
之
晩
表
御
Ⅲ
ノ
川
か
う
し
（
格
子
）
よ
り
足
経
を
帆
、
称
、
川
（
渋
江
宣
光
）
下
正
兵
へ
所
へ
書
中
遣
、
其
身
ハ
兇
へ
不
中
候
、
其
状
之
様
子
ハ
、
十
月
う
な
か
ミ
（
海
上
）
へ
御
膳
買
二
御
鷹
帥
志
賀
舎
人
・
軽
米
佐
々
右
術
門
と
参
候
て
、
は
や
ふ
さ
（
隼
）
三
つ
や
す
く
買
候
て
、
金
一
一
両
つ
勇
二
買
申
た
る
由
中
上、はやふさ一一一つの分小判六両うけ収、あまりかね（余り金）を三人
（肺）
し
て
わ
け
ぬ
す
ミ
候
と
兄
へ
申
候
」
と
あ
り
、
隼
の
川
人
に
派
過
さ
れ
た
鷹
師
ら
が
隼
三
届
を
安
値
で
職
人
し
な
が
ら
、
藩
に
一
届
二
ｍ
と
申
告
し
て
金
六
両
を
受
け
取
り
、
そ
の
残
金
を
着
服
し
た
と
い
う
。
か
れ
ら
が
「
鷹
買
候
所
ハ
鹿
島
二
も
（Ⅳ） 
う
な
か
ミ
（
河
北
）
に
も
無
之
由
」
と
あ
っ
て
人
手
地
域
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ない。この
事
件
以
前
に
も
、
常
隙
国
肥
局
に
隼
買
い
に
派
過
さ
れ
た
幡
屋
小
兵
術
・
下
田
甚
古
に
は
赫
の
公
金
横
領
の
嫌
疑
が
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
この二人は隼一冊につき金一一両で一一居を職人し、このほかのちのちの
手
付
金
と
し
て
金
一
川
を
同
同
肥
局
Ⅲ
宮
中
の
園
部
彦
十
郎
に
渡
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
に
偽
り
が
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
疑
い
を
時
ら
し
て
い
た
。
元
和
七
年
十
二
月
十
七
日
条
に
も
「
幡
屋
小
兵
へ
・
下
川
甚
吉
書
付
の
こ
と
く
、
き
う
ち
う
（
宮
中
）
の
そ
の
べ
（
園
部
）
彦
十
郎
・
う
な
か
ミ
（
海
上
）
の
小
川
村
喜
右
術
門
齊
付
不
相
替
、
小
判
弍
両
二
は
や
ふ
さ
（
雌
）
壱
つ
宛
売
候
川
書
付
有
、
枕
（肥）
之、即小斤〈へ，甚士口をハ無子細由被仰出、御ゆるされ候」とあって、
こ
の
二
人
の
雌
の
峨
人
に
は
不
正
が
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
常
陸
国
鹿
島
郡
宮
中
の
園
部
彦
十
郎
や
下
総
国
海
上
郡
小
川
付
の
喜
右
衛
門
が
秋
川
藩
の
隼
の
買
い
付
け
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
園
部
彦
十
即
の
役
削
に
つ
い
て
は
「
き
う
ち
う
（
宮
中
）
の
彦
十
即
と
申
者
之
所
二
や
と
（
宿
）
取
中
候
て
届
叩
候
、
御
は
や
ふ
さ
（
隼
）
ハ
や
と
の
彦
十
即
ヲ
同
心
仕
候
て
、
う
な
か
み
（
海
上
）
へ
罷
越
候
、
御
は
や
ふ
さ
を
ハ
、
彦
十
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郎
机
調
●
申
、
壱
つ
ニ
付
金
子
弍
向
宛
彦
十
郎
二
相
渡
、
弐
つ
ノ
御
熈
論
取
巾
候
」
と
あ
り
、
秋
川
蒲
か
ら
隼
の
買
い
付
け
に
派
過
さ
れ
た
家
臣
は
肥
烏
郡
宮
中
の
園
部彦十郎宅を宿にして彦十即とともに下総国海上郡に出向き、隼を雌
入
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
園
部
彦
十
即
は
秋
川
藩
家
臣
に
術
を
提
供
す
る
か
た
わ
ら、海上郡内などに生息する隼の売買斡旋をおこなっていたのである。
こ
の
こ
と
か
ら
、
下
総
国
海
上
郡
小
川
村
の
喜
右
衛
門
も
隼
の
調
達
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
椎
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
志
賀
舎
人
ら
よ
り
も
遅
れ
て
鹿
（別）
局に派遣された小野崎左近らは、「御はやふさ（隼）壱つ壱Ⅲ一百歩」で
峨
入
し
、
同
年
十
一
一
月
十
七
日
に
国
元
に
帰
国
し
て
い
た
。
隼
の
値
段
は
一
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
大
小
・
質
お
よ
び
需
給
関
係
で
変
肋
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
秋
川
藩
で
は
、
騰
狩
で
Ⅲ
い
る
隼
を
求
め
て
、
淵
陸
国
庇
島
川
や
下
総
同
海
上
川
に
家
臣
を
頻
繁
に
派
遣
し
て
い
た
。
そ
の
買
い
付
け
を
め
ぐ
っ
て
は
横
領
事
件
が
発
生
す
る
ほ
ど
、
多
額
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
飛
来
地
で
は
隼
の
売
買
を
仲
介
す
る
者
の
存
在
が
脈
認
で
き
た
が
、
そ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
身
分
や
階
屑
な
の
か
は
具
体
的
に
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
実
際
に
、
隼
の
抽
猶
が
ど
の
よ
う
な
社
会
関
係
を
伴
っ
て
い
た
の
か
も
『
政
景
日
記
」
か
ら
は
鋼
い
知
れ
な
い
の
で
、
次
節
で
そ
の
一
端
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
川
羽
田
秋
川
藩
価
は
大
鵬
の
生
息
地
で
あ
っ
た
が
、
元
利
四
年
九
月
に
出
羽
国
米
沢
藩
主
上
杉
策
勝
の
家
臣
が
鵬
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
時
、
秋
川
藩
で
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。
『
政
景
日
記
』
の
同
月
十
一
日
条
に
は
「
安
元
ニ
ハ
売
縢
一
切
無
之
候
、
当
国
に
て
被
取
候
鷹
ハ
、
上
様
（
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
）
へ
進
上
被
致
、
義
宣
（
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
）
手
遣
ニ
ハ
松
前
よ
り
毎
年
所
（Ⅲ） 
望被致候段、委山や渡、松前へ被参候而可然由、申渡候」とあって、藩
頷
内
で
柵
雄
し
た
鷹
は
将
軍
に
献
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
藩
主
の
佐
竹
義
宣
が
使
う雌は松前から入手している有様なので、松前に行ってみてはどうか
（
二
戦
国
大
名
北
条
氏
の
隼
の
確
保
体
制
と
徳
川
氏
の
関
東
入
国
川
狩
は
近
世
か
ら
は
じ
ま
っ
た
狩
猟
で
は
な
い
。
そ
の
歴
史
は
古
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
近
世
の
腿
の
人
手
を
考
え
る
前
提
と
し
て
戦
国
末
期
を
視
野
に
入
れ
て
際
の
入
手
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
特
に
、
下
総
・
上
総
両
国
内
に
生
息
し
た
隼
の
入
手
体
制
を
考
察
す
る
な
か
で
、
そ
の
社
会
関
係
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
大
正
十
七
年
（
一
Ⅱ
八
九
）
八
月
二
’
四
Ⅱ
、
関
東
の
戦
国
大
名
北
条
氏
政
は
、
下
総
国
の
豪
族
千
梁
氏
の
孟
厄
で
あ
っ
た
腺
稗
狭
守
ら
に
次
の
よ
う
な
朱
印
状
を
（醜）
発給した。隼之
馴
、
任
先
脱
之
証
文
、
桜
井
太
郎
兵
術
二
印
判
を
泄
候
、
作
愈
（
仏
魚）名跡被相移以前之儀者、小川原へ戒二可被州納、一シ成共、
洩
他
所
由
、
至
干
聞
屈
者
、
可
為
私
Ⅱ
背
山
、
Ⅲ
如
件
己丑八月廿囚日⑩（「有効」朱印）
山
角
紀
伊
守
奉
原
若
狹
守
殿
同
大
炊
助
殿
「有効」の印文を有する朱印は北条氏政が使用していたものであり、
氏政は下総倒内の小弓・臼井城の城主原胤栄に対して「作倉（佐倉）
名跡被杣移」までは相模国小川原城に隼を上納するように命じている。
と
答
え
て
い
た
。
価
内
に
生
息
す
る
鵬
は
将
耶
に
献
上
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
佐
竹
氏
は
大
鵬
や
隼
を
求
め
て
松
前
や
常
陸
・
下
総
両
国
に
家
腿
を
派
過
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
佐
竹
氏
の
将
耶
に
対
す
る
従
順
な
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
佐
竹
氏
は
領
内
に
生
息
す
る
鷹
を
将
耶
に
献
上
す
る義務を負うことで領国支配の正統性を付与されていたとみられる。
す
な
わ
ち
、
佐
竹
氏
に
課
さ
れ
た
役
負
仙
の
一
つ
が
鷹
の
献
上
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
二
隼
の
獲
得
を
め
ぐ
る
社
会
関
係
Hosei University Repository
５ 
小
川
原
城
は
北
条
氏
の
届
城
で
あ
り
、
ま
た
原
氏
は
佐
倉
城
（
本
佐
倉
城
）
の
城
主
千
葉
氏
の
有
力
家
臣
だ
が
、
こ
の
頃
主
家
千
葉
氏
を
凌
ぐ
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
特
に
、
千
葉
邦
胤
が
天
正
十
三
年
１
月
に
近
臣
の
怨
恨
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
後
実
質
的
に
は
原
若
狹
守
が
千
葉
氏
を
代
表
す
る
立
場
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
「
作
倉
（
佐
倉
）
名
跡
被
相
移
」
と
は
、
千
葉
邦
胤
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
北
条
氏
政
の
子
七
郎
が
正
式
に
千
葉
氏
を
州
続
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
条
氏
は
血
縁
関
係
を
も
つ
七
郎
が
千
葉
氏
の
名
跡
を
継
承
す
る
ま
で
、
そ
の
所
柧
内
に
飛
来
す
る
隼
を
自
ら
に
上
納
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
条
氏
と
千
葉
氏
と
の
間
に
上
下
関
係
が
存
征
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
千
某
氏
一
統
は
、
北
条
氏
に
従
胴
す
る
証
と
し
て
仙
内
に
飛
来
す
る
隼
の
上
納
を
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
こ
の
隼
を
他
所
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
北
条
氏
は
千
葉
氏
と
の
上
下
関
係
を
挺
子
に
下
総
国
内
の
隼
を
雄
得
す
る
体
制
を
築
き
、
い
つ
ぽ
う
で
千
葉
氏
一
統
は
こ
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
下
総
国
内
の
所
仙
支
配
を
保
障
さ
れ
る
と
い
う
、
両
者
の
間
に
は
互
酬
的
関
係
が
存
在
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
北
条
氏
の
鷹
の
脈
保
の
う
え
で
、
下
総
の
雌
は
而
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
椛
力
関
係
に
お
け
る
上
位
帝
と
下
位
者
と
の
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
配
関
係
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
天
正
十
七
年
、
北
条
氏
は
下
総
の
仙
主
外
（”） 
Ⅲ
因
幡
守
に
対
し
て
「
於
其
方
領
分
、
以
鉄
炮
鳥
射
邪
、
尤
叩
停
止
峡
」
と
い
う
内
容
の
朱
印
状
を
発
給
し
て
い
る
。
こ
れ
は
井
川
氏
が
自
ら
の
所
価
で
鉄
砲
を
使
っ
て
杣
鳥
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
条
氏
の
強
権
的
な
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
井
田
氏
の
所
領
が
北
条
氏
の
鷹
野
あ
る
い
は
制
野
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
椛
力
の
上
位
者
は
上
下
関
係
を
挺
子
に
下
位
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
や
役
負
担
を
課
す
こ
と
で
、
上
位
の
権
力
者
と
し
て
の
立
場
を
自
ら
創
出
し
、
社
会
的
諸
関
係
を
体
制
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
Ⅲ
十
八
年
、
蝋
匝
秀
吉
の
小
川
原
攻
め
に
よ
っ
て
北
条
氏
が
減
ぽ
さ
れ
、
か
れ
に
従
屈
し
て
い
た
千
葉
氏
一
統
は
そ
の
所
領
を
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
八
月
、
関
東
に
は
徳
川
家
威
が
封
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
下
総
・
上
総
両
国
に
は
家
康
の
上
級
・
下
級
家
臣
が
配
置
さ
れ
、
一
部
は
徳
川
氏
の
蔵
人
地
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
家
康
の
上
級
家
匝
の
一
人
松
平
家
忠
は
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
武
蔵
国
忍
か
ら
下
総
国
上
代
に
移
り
、
隼
に
よ
る
熈
狩
な
ど
を
お
こ
な
い
、
そ
の
推
物
は
家
康
へ
の
献
上
品
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
家
忠
は
隼
を
峨
入
に
よ
り
入
手
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
捕
獲
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
惟
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
隼
で
の
鷹
狩
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
杣
椎
し
た
雌
物
は
Ⅲ
答
儀
礼
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
家
康
と
松
平
家
忠
と
の
間
に
雌
の
止
納
を
め
ぐ
る
支
配
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
覗
尖
関
係
を
硴
認
で
き
な
い
が
、
熈
狩
で
Ⅲ
推
し
た
推
物
の
剛
答
に
伴
う
儀
礼
が
示
す
よ
う
に
新
た
な
社
会
関
係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
家
康
の
関
東
入
国
後
の
下
総
・
上
総
Ⅲ
同
の
政
治
的
位
置
を
騰
場
と
の
関
連
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
江
戸
幕
府
附
設
後
、
『
当
代
紀
』
の
慶
長
十
六
年
（
一
六一一）十二月上旬の記事によれば、「新庄駿河、於下総国法度所鷹を
（別）
週
、
鳥
見
の
者
江
戸
へ
令
言
上
、
依
之
駿
河
父
子
退
散
」
と
あ
り
、
常
陸
国
麻
生
藩
主
新
庄
直
頼
は
、
幕
府
が
Ⅲ
烏
を
禁
止
し
て
い
る
下
総
国
内
で
膿
を
使
っ
た
こ
と
が
そ
の
地
の
鵬
場
を
支
配
し
て
い
た
烏
見
に
露
剛
し
、
そ
の
こ
と
が
鳥
兄
か
ら
糀
府
に
報
告
さ
れ
、
而
加
父
子
は
退
散
し
た
と
い
う
。
鳥
見
は
脳
吻
を
支
配
す
る
役
人
で
あ
り
、
こ
の
役
人
の
管
轆
下
に
あ
っ
た
下
総
田
内
は
幕
府
の
騰
場
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
鷹
場
で
は
幕
府
の
許
可
な
く
、
た
と
え
大
名
で
あ
っ
て
も
鷹
狩
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
である。
いつぽう、上総国東金周辺地域は、天正十八年以来、徳川氏の鷹場に
指
定
さ
れ
て
い
た
と
の
由
紺
を
も
っ
て
い
る
。
慶
長
十
九
年
正
月
に
は
大
御
所
の
家
康
が
は
じ
め
て
東
金
で
鷹
狩
を
お
こ
な
い
、
以
後
も
将
軍
の
鷹
狩
の
地
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
御
成
街
道
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
沿
道
に
は
御
殿
・
御
茶
屈
が
建
設
ざ
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（
二
）
隼
の
捕
獲
を
め
ぐ
る
幕
府
権
力
と
地
域
社
会
戦
国
末
期
に
は
、
戦
国
大
名
北
条
氏
が
独
占
し
て
い
た
下
総
国
内
に
飛
来
し
た
雌
は
、
以
後
そ
の
入
手
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
上
総
国
内
を
含
め
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
近
世
初
期
以
来
、
下
総
・
上
総
両
国
内
の
民
衆
は
鷹
場
支
配
の
ｍ
で
も
き
び
し
い規制を受けていたのだが、いつぽう幕府との間で隼の仙惟をめぐっ
て
互
酬
的
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
（妬）
次
の
史
料
は
、
「
東
金
御
鷹
場
旧
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
両
国
内
に
近
世
初
川
か
ら
広
範
に
存
在
し
た
汎
郷
糾
（
基
本
的
に
は
孔
か
村
が
一
紺
と
な
っ
て
紬
成
し
た
村
々
の
迎
合
紺
織
）
が
隼
の
Ⅲ
椎
を
め
ぐ
っ
て
誓
約
し
た
読
書
で
あ
る
。
宛
先
は
記
戦
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鷹
場
法
度
の
請
書
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
そ
ら
く
鷹
場
役
人
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
連
判
し
た
村
々
は
、
九
十
九
里
海
岸
の
内
陸
部
に
位
置
づ
き
、
そ
の
規
模
は
下
総
・
上総両国内のⅡ郷組が八八組、総村数約川○○か村、そしてその総石
（幻）
高は約一四万石に及ぶ地域であった。作成年代は記されていないが、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
領
主
名
な
ど
か
ら
寛
文
末
期
か
ら
延
宝
初
年
（
一
六
七
れ
た
。
ま
た
鷹
場
の
支
配
も
徹
底
し
、
代
官
や
鳥
児
ら
が
そ
の
支
配
に
あ
た
っ
て
いた。「厳有院殿御実紀」の寛文十二年（一六七一一）三月一一日条には、（鰯）
「狩賜にて偽とりし者捕へたるにより、東金偽見所届のＭ心に銀賜ふ」
と
あ
り
、
幕
府
熈
場
で
烏
を
杣
礎
し
た
者
を
杣
縛
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
東
金
鳥
兄
所属の同心」が幕府から褒美をもらっていた。「東金鳥見所属の同心」
と
は
、
幕
府
鳥
兇
に
属
し
て
鷹
場
支
配
に
あ
た
っ
て
い
た
者
で
二
時
期
、
幕
府
代
官
に
属
し
た
こ
と
も
あ
る
）
、
布
地
の
者
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。
家
康
の
関
東
入
国
以
来
、
東
金
鷹
場
に
は
一
五
名
の
者
が
そ
の
任
に
あ
た
り
、
在
地
で
は
「
鳥
兄
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
の
ち
、
こ
の
役
職
は
幕
府
の
幟
制
止
、
郷
鳥
見
と
呼
ば
れ
、
享
保
期
に
野
廻
り
と
改
称
さ
れ
た
。
○
年
代
）
の
史
料
と
椎
定
さ
れ
る
。
為一一一一一一一一一一
一一一一一一・一一後、鋪、金、、打、、、、、、
、、’三’’１１１１候御子御隼’１１組鷹鳩鷹熈壱、、、 、、、
青青蒜汕言合書iIi吉束滞ill川相迎打候虹１打ヨ打川相」二波一上’１１ハ者ＩＥＩ’リ［'１１|］ＩＩＬ'二五八一井石Ｉｉｌ［百五金AⅡ面差シ之候、御札タト儀礼、’1’
拾拾組拾拾Ｊ１拾組件々＿上可Ｍ１サハ御迩、之、請御一
石石石イＴ拾石、’１］’１１，、運一'１１－鳥組不通札
石細事ユ'11：ｉｉｌｉ：、上御「’二頭［|’」二之
頭者段早指赦切而可以二事
和土＆洲｢’瀧iiillll《iflili蝉轆重ｉｉｉ田尾１１１木平彦但出与利姦辱毒高等Ⅲiil1iiiiifli;illiM事#'１門知知知All知行行行行行」ユシ不シ候隼リ事事１１Jル、Zli：ヲ御可収｜Al
l司小１１１１１１１１１１火台東’1１モート其迦ｆＩｌｉ
野ｊｌ：’１１’'１豆方金事ノ月代一上候
村村村村村谷村’'1１ハ切二指
御二取上
迦鵬可不平太九玄平ｉ些半弥平一上打中申左郎郎 兵蒜蒜蒜兵一差力事以衛左左一上へⅡ'１１１１衛術番術｜Ⅱ１１Ⅱ｜｜Ⅱ｜術’1J急二
門’'' Aｌ度隼
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にこの征にすのて烏つ｜よのの代
述とは年はる運返はて錦イド上わこ
反・隼十すこ上上ハルは札の紬りの
し鷹を月く゛と上すの名が品とに」也一一一一一一一一一
なイＴｌｉｌｉまにと納るみ村渡初を運域へ、、、、、、、、
２合轌iiF髻'く詩匡寺lill裏lii逢圭宕遁＃内青青舌苔二編曙洲と保たそすのに。るｌｊｎたり蝉つ上々七ｎ石五拾百俵六壱石を証者のるち隼各このがして納は斗拾拾七四細石石鞠:｝醗鱒|；MⅡ司1噸,鮒石が組し人士隼場,jKにる以とななな＝保和郎伝丹半二$:''ｉｔ締Miii二駐綱Ⅲn桁Jli断iMiM'蓉艸要嘉納すⅧれ』'`を納がた＿知行聟行評行費鵜:鯏鯵'iiillNw#;端ｉｉＵｏ上。基準つす、るこ。昴鍔昴蔀iii喜嘉華墜室襄薩諾壽ｍよ義運老推運、十仙騰…iiliさ久作治]iＭ五三三次う務｣:換尤士|)11塁,Ｍ１絆菫警れ兵繊磐解髪檗檗登iii;§輔書真I''雲走學雫孟〃Ⅲ術術,Ⅶｉ術偉'’'1］’''１門門’''１
そ｜正Ｉ体獲こ重佃ＭｌＩｌ弛務六わ思北代だノノのこは的つる
の１９１こＩｉｌｌはと要主結と付一とりえ条わがと天こと定関ま特近
際以のは在がでの成責け幕こにな氏り、しＩ［とかか係り椛世、来よ奥地多あ樅のイＩ、領ろ－いに（こそて末でらで仁、を前
猛'１M三三筐>;重'M<銭１１瀧涛で鑿套琴祭究ｌｌｌｌＩＩ'1鰄套三編篝1''１１ｉｎ域、てに、御そ的人のに江上そ＿上を十｜正｜下売ぱがて推し九
主の江い委隼巣の早ｌｌＭｌ発司戸納ら納一l：年人総却少、いのて＋の伝戸たれが鷹管ＩＵ１の兄巣幕さくし納後名のしな地た特い几介統幕のら海１１１肌の迎者鷹府せ千てしに北年２１２か域・樅た皿鰄馴鰄iliili鋤ﾊﾟ歪糊餓$鵬蝋liliT1I溌鰯灘蝉ｉｉ壷ぞ'１１灘雛|鰯職騨“姜署言書巻程lwMi示二訂呈玉藝剛惠審毫濫擢屍⑤皐璽蕊蝋;{ifiiliR鵜瓢誓凌鞠
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以
上
、
下
総
・
上
総
両
国
内
に
生
息
し
た
隼
の
入
手
を
め
ぐ
る
社
会
関
係
を
素
柵してきた。史料の制約もあり、その全体像を把握できないが、房総
の
歴
史
で
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
部
分
が
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
検
討
課
題
は
多
い
が
、
隼
が
互
酬
的
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
、
隼
の
人
手
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
鷹
場
の
設
定
や
管
理
も
同
様
な
事
情
で
あ
っ
た
ろ
う
。
自
然
資
源
と
し
て
の
隼
や
鷹
狩
の
雄
物
と
な
る
鳥
類
は
、
幕
府
縢
場
で
は
特
例
を
除
い
て
潜
在
的
に
将
軍
権
力
に
帰
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
び
に
か
え
て鑿篭iii Ｉ iii;;二鑿
隼の捕獲図（｢放鷹』324頁より引用） ｝111 
わ
さつが喰るい認に方一かたい社力飛れ
七け隼い･だでかに般らのそた会者来る
ｌｉたにつ隼囮きけ飛に紺かこだ関とし。
芸竺琴く｡ljjILl鳶嘉悉準乎壷で三集畿奎尭姜澤､零莱警麻二三編三富鱗;M＃に芒薯雰菫萎窺iii讐睾掌のう［の域課ルン離見を天上る－、細半・い間特題ill1織繍Ｉ榊扁：雛一卜に、い投一飛か力壱二審豪害毒力iii鰍Ｉ黙i:尭睦愈川襄織
に突き刺し、また止め申（直径六ミリメートル、長さ六○センチメー
ト
ル
の
鉄
棒
を
頭
髪
用
の
ピ
ン
の
よ
う
に
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
）
も
地
面
に
突
き
刺
し
て
お
く
。
そ
の
際
、
撰
の
中
央
が
麻
糸
の
真
上
に
な
る
よ
う
に
立
て
て
お
くことが重要であった。この装置ができたら、鷹打人は身を隠しつつ、
鳩がつながれている麻糸を徐々に引く。隼は鳩が逃げていくと勘違い
し
て
、
鳩
を
押
さ
え
つ
け
な
が
ら
引
き
寄
せ
ら
れ
て
く
る
。
つ
い
に
槻
の
所
ま
で
引
き
寄
せ
ら
れ
る
と
、
止
め
串
の
所
で
と
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
羽
ば
た
き
を
す
れ
ば
、
撚
を
両
翼
に
背
負
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重
さ
で
飛
び
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
鷹
打
人
が
近
寄
っ
て
隼
の
川
を
川
さ
え
杣
ま
え
る
。
こ
の
時
、
隼
に
直
ち
に
肩
衣
（
隼
の
両
翼
を
包
み
込
む
た
め
に
赤
色
木
綿
で
つ
く
っ
た
衣
類
）
を
着
せ
、
頭
に
は
朋
子
（
渋
を
塗
っ
た
紙
お
よ
び
布
で
つ
く
っ
た
頭
巾
）
を
か
ぶ
せ
て
、
抽
獲
は
完
了
し
た
の
で
あ
る
（
上
掲
の
「
隼
の
捕
獲
図
」
を
参照）。
少
な
く
と
も
戦
国
期
か
ら
近
世
前
期
ま
で
、
下
総
・
上
総
両
国
内
で
は
隼
の
棚
狸
の
技
術
が
伝
承
し
て
い
た
。
こ
の
揃
雄
が
い
つ
ま
で
継
続
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
人
は
自
然
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
受
け
、
そ
の
恵
み
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
権
力
者
と
地
域
住
民
と
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
。
そ
の
社
会
関
係
の
榊
築
に
は
、
地
域
で
曙
わ
れ
た
伝
統
文
化
と
椛
力
者
，
民
衆
間
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
互
酬
関
係
が
作
川
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
註
（１）塚本学「生類をめぐる政治ｌ元禄のフォークロァ」（一九八三年、平凡
社選書八○）九二～九八頁。このなかで、塚本氏は「御鷹の観念は、
す
べ
て
の
鷹
を
、
最
高
権
力
者
の
下
に
お
く
だ
け
で
な
く
、
ま
た
そ
の
鷹
を
用
い
ての、国士全域での狩猟を正統化する論理にもなった。そして徳川政
権の御鷹支配は、このような天皇家の権限を継承する性格をもったの
ではなかったろうか」（同書九二～九三頁）と推量するいつぽうで、「徳
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（５）小脇欣也「脳狩に生きたハヤブサ」〈『アニマ」輔一Ⅱ巻第三号、一九
八七年）。
（６）「諸国鷹川所地名」独立行政法人川立公文書航蔵。
（７）「脳出所名録」（宵内省細『放騰』〔復刻版〕、一九八三年、吉川弘文飾）。
（８）「家忠Ⅲ記」（「増補統史料大成」’九）、四三八頁。
（９）右同、四四二頁。
（、）右に同じ。
（Ⅱ）右同、四四四頁。
（
里
右
同
、
四
四
六
頁
。
（型「悔津政策Ｈ記」し（『大Ⅱ水占記録」）、七八～七九頁。
（ｕ）右同、二九六～「九七且。
（旧）右同、一三山頁。
（刑）「椛津政景日記」Ⅱ（「大Ⅱ本山記録』）、一○几～二○頁。
（Ⅳ）、同、一ゴーーーーーⅢⅡ。
（ご右に同じ。
（岨）註（的）に同じ。
（別）註（Ⅳ）に同じ。
（Ⅲ）「梅津政最Ⅱ記」三（「大日本古記録」）、一一八○～一一爪一画。
（
皿
）
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
、
古
代
・
中
世
三
下
、
一
一
九
四
頁
。
本
史
料
の
分
析
は、幟本日広「蛾田川の雌献化の枇造と川容儀礼」Ｓ雌史学研究』輔
六Ｌハー而汀、一九九四年）でも行われている。
（邪）『千奨県史料』中世筋・諸家文評、一一’一一一～ニバ四頁。同書には天正八
年
に
千
葉
氏
が
圷
川
氏
に
対
し
て
同
様
の
肌
制
を
行
っ
て
い
た
史
料
が
収
め
ら
れ
ている。
（別）『史鱗雑纂・当代記・駿府記』、一七七頁。
（筋）『新訂増補国史大系・徳川実紀」第、篇、一二六頁。
（邪）『改訂一房総叢書』第血蛎所収の「改訂一腸総瀧書」節十巻、（雑書・抄本・
索引）、七一～九七頁。
（
〃
）
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
郷
組
の
存
在
と
そ
の
意
義
ｌ
総
州
の
Ⅱ
郷
組
合
を
中
心
にｌ」（「法政史学」第三一口万、一几七七年）。
（邪）「御当家令條」一二七八回が（『近世法制史料溌書」一一）。
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１０ 
（
型
た
と
え
ば
、
瞳
奨
年
間
に
お
け
る
信
濃
国
安
錘
川
内
の
小
笠
原
秀
政
価
の
御
巣
鵬
山
で
は
鵬
待
衆
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
鷹
の
勝
祝
と
捕
權
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
か
れ
ら
に
は
そ
の
役
と
Ⅵ
替
え
に
諸
役
免
除
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
の
史
料
は
、
慶
長
二
十
年
派
月
晦
Ｈ
に
秀
政
が
中
堂
の
助
十
郎
に
発
給した朱印状であるｓ信濃史料』第二十二巻、九頁）。（朱印、小笠原
秀
政
）
毎
年
鷹
待
候
二
付
而
、
地
役
八
石
之
所
井
其
身
之
役
共
二
免
置
候
、
以
此
旨
、
無
油
断
鳥
屋
之
儀
鯖
二
人
可
叩
候
、
若
無
沙
汰
仕
候
者
、
可
為
仙
耶
者
山
、
Ⅲ
如
件腿
卯
ノ版１
〃
Ｊ
ｌ
ｌ
１
Ⅱ
１
 
１
ｆ
金
Ｉ
イ
ニ助十
即
（抑）「放鵬」（復刻版）、一一一一一一九～一一一Ⅲ二画・本譜では、隼をおびき寄せる山
川
の
為
と
し
て
小
鴨
が
川
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
内
省
に
伝
来
し
た
仙
極
法
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
が
細
纂
さ
れ
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
当
時
、
隼
が
柵
推
さ
れ
て
い
た
場
所
は
、
茨
城
以
肥
島
郡
軽
野
・
若
松
両
村
の
砂
原
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
近
世
に
お
い
て
も
隼
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
近
代
以
降
に
お
い
て
も
隼
の
川
推
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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